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システム（DSS: Decision Support System）に期待している。 
 
本研究は、協働やコミュニケーション、知識のレベルといった生産企業の意志決定者
間での全体的活動の効果に着目する。すなわち、意思決定支援システムによる分散型
環境下のERPにおける全体的活動の効果をアプローチする。まず、MERP (Management 
Enterprise Resource Planning)を使ったERP協働モデルについて紹介する。そして、意志
決定者が行う全体的活動を3レベルに分けて定義する。次に、ニューラルネットワークやフ
ァジィロジックを用いた１つの意思決定支援システムをナレッジの最適活用のためのアプリ
ケーション開発ソフトであるナレッジビルダーによって構築する。最後に、MERPシミュレー
タによる意思決定実験を行い、分散型環境下や意思決定支援システムを用いた場合な
どによる全体的活動の効果について考察する。 
 
 
